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有
馬
伝
統
の
藷
で
健
三

捷
も
て
寮
し
の
心
を
知
る

藤本統紀子さん
(シャンソン歌手)

風早筆子さん
(兵衛向陽閣女将)

有
馬
温
泉
を
代
表
す
る
伝
統
の
宿
・
兵
衛
向
陽
閥
。
そ
の

歴
史
は
古
く
、
創
業
は
了
0
0
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
今

年
、
法
人
設
立
7
0
周
年
を
迎
え
た
。
6
月
2
0
日
に
は
記
念

諮
演
と
し
て
、
藤
本
統
紀
子
さ
ん
を
迎
え
、
「
美
し
き
と

心
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
化
サ
ロ
ン
を
開
催
。
有
馬
を
「
自

宅
の
応
接
間
の
よ
う
」
と
話
す
藤
本
さ
ん
。
女
将
・
風
日
丁

堕
子
さ
ん
と
温
泉
談
義
に
花
を
咲
か
せ
た
。

藤本統紀子 ふじもと ときこ

昭和1 0年神戸市生まれ。大阪女子大学英文科卒業。

スポ」ツニッポン新聞社文化部話者を経て、昭和
33年作家・藤本義一氏と結婚。 16年間の専業主婦

生活後、マスコミ界に復帰、テレビ・ラジオ出演、
執筆活動と多彩に活躍中。 1988年より、ジョン・

ロl〈-ト・パワーズスクール大阪校校長。また、
シャンソン歌手としてライブハウス、ディナーシ
ョーなどにも出演。

藤
本

女
将
さ
ん
は
女
将
業
に
携
わ

ら
れ
て
、
今
年
で
0
0
年
と
伺
っ
て

い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
や

ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

風
早

私
は
、
東
京
育
ち
で
、
戦
争

が
終
わ
り
混
沌
と
し
た
時
期
に
、
緑

あ
っ
て
有
馬
に
嫁
い
で
ま
い
り
ま
し

た
。
女
将
業
の
右
も
左
も
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
主
人

が
、
「
今
日
か
ら
母
を
手
本
に
し
て

く
れ
、
誰
の
言
う
こ
と
よ
り
も
、
母

の
後
に
つ
い
て
い
く
こ
と
」

と
言
わ

れ
ま
し
た
。
母
は
有
馬
の
皇
后
と
い

わ
れ
た
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
方
で
し

\

5
0

た
。
仕
事
に
は
厳
し
い
方
で
し
た
が
、

仕
事
を
離
れ
る
と
大
変
擾
し
い
方
で

し
た
。

よ
∴
]

藤
本

ど
の
世
界
で
も
上
流
に
な
る

に
は
、
良
き
師
に
付
か
な
け
れ
ば
ね
・

…
。
女
将
さ
ん
の
行
き
届
い
た
お
も

て
な
し
に
触
れ
て
、
お
母
様
の
存
在

-
の
大
き
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

風
早

母
に
し
っ
か
り
と
躾
け
ら
れ

た
お
陰
で
、
今
の
私
が
あ
る
と
思
い

】

ま
す
。
「
女
将
は
心
配
り
、
気
配
り
、
-

・
こ
れ
が
÷
番
や
で
。
そ
し
て
お
客
様

を
大
切
に
、
従
業
員
を
大
切
に
」
と

常
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

藤
本

向
陽
閥
の
従
業
員
の
方
々
も
、

女
将
さ
ん
の
姿
を
し
っ
か
り
と
見
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。
外
面

か
ら
内
面
的
な
美
し
き
ま
で
。
皆
さ

ん
笑
顔
が
素
敵
で
す
も
の
。
伝
統
の

強
み
を
拝
見
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

風
早
㌧
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
じ
∵

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。
女
将
業
は
∵

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
と
常
々
考

え
て
い
ま
す
。
床
の
間
に
花
が
生
け

ら
れ
、
掛
け
軸
が
か
か
り
、
上
座
、
し

下
座
が
あ
り
・
・
・
。
日
本
人
と
し
て
当
.

た
り
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ

が
今
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

伝
統
を
大
切
に
伝
え
る
の
も
女
将
の
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湯けむりに歴史をたお有馬の旅へ漢紬胸臆’

仕
事
で
す
か
ら
。

藤
本

館
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、

お
花
が
生
け
て
あ
り
、
心
が
な
ご
み

ま
す
。
有
馬
に
来
て
よ
か
っ
た
と
。

細
や
か
な
心
遣
い
に
人
は
感
じ
入
る

も
の
で
す
。

藤
本

館
内
に
は
、
兵
衛
に
お
泊
り

に
な
ら
れ
た
著
名
人
の
作
品
が
飾
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
見
応
え
が
あ
り
ま

す
ね
。

風
早

今
上
陛
下
も
独
身
の
時
に
、

宝
塚
歌
劇
団
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
後
、

ご
宿
泊
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
食
後
に

は
、
私
共
と
卓
球
を
楽
し
ま
れ
、
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
夜
と
な
り

ま
し
た
。
画
家
の
山
下
清
さ
ん
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
絵
を
描
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
風
呂
敷
を
大
切
に
抱

え
た
姿
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
ね
。
「
お
荷
物
を
お
持

ち
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
申
し
出
ま
し

て
も
お
断
り
に
な
り
、
お
荷
物
を
抱

え
ら
れ
た
ま
ま
、
お
部
屋
の
押
入
れ

に
大
切
に
仕
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
女
優
の
司
葉
子
さ
ん
や
山
田
五

十
鈴
さ
ん
も
、
「
舞
台
で
の
足
の
疲

れ
に
、
有
馬
の
湯
が
効
く
」

と
よ
く
l

い
ら
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

藤
本

こ
ち
ら
の
お
。
も
て
な
し
の
心

に
惹
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
0
0
年

の
歴
史
そ
の
も
の
が
、
出
会
い
の
宝

物
で
す
ね
。
私
が
校
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ワ

ー
ズ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
外
面
・
内
面

の
両
方
か
ら
、
女
性
の
美
し
き
や
マ

ナ
ー
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

女
将
さ
ん
を
拝
見
し
て
い
ま
す
と
、

良
き
人
生
の
師
と
い
う
感
じ
…
。

ま
た
有
馬
の
湯
に
つ
か
り
ま
す
と
、

若
返
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

自
宅
の
西
宮
か
ら
、
ち
ょ
っ
一
一
と
足
を

伸
ば
せ
ば
夢
心
地
と
い
う
の
も
嬉
し

い
で
す
ね
。
ゝ
本
当
に
自
宅
の
応
接
間

{
の
よ
う
。

⊥〆

「
」
出
門
『

ー音/ ぉ-一-車三千
風早窒子さん

開催された「美しさと心」の文化サロン

風
早

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

.
お
風
呂
も
昨
年
秋
に
は
、
新
し
く
大

浴
場
「
三
の
湯
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
貨
な
つ
か
し
い
湯
治
場
を
思

わ
せ
る
大
浴
場
、
金
泉
露
天
風
呂
、

貸
切
風
呂
、
女
性
に
人
気
の
酵
素
風

呂
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

春
に
は
大
浴
場
「
一
の
湯
」
と
「
二

の
湯
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終
え
ま

し
た
。
新
し
く
な
っ
た
お
風
呂
で
、

い
っ
そ
う
美
肌
に
磨
き
を
か
け
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
。

藤
本

有
馬
の
湯
に
入
る
と
、
肌
が
ー

す
べ
す
べ
に
な
り
ま
す
ね
。
美
人
で
・
.

名
高
い
清
少
納
言
が
、
萌
草
子
の
中

で
、
有
馬
温
泉
竜
日
本
三
名
泉
と
し

て
語
し
て
い
る
よ
う
に
二
日
か
ち
美

人
の
湯
と
し
て
も
評
判
だ
っ
た
l
の
で
・

し
ょ
ぅ
か
。
清
少
納
言
や
女
将
さ
ん

の
よ
う
に
一
有
馬
の
湯
に
つ
か
っ
て
言

い
つ
ま
で
も
美
し
く
い
た
い
も
の
で

す
ね
。
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㊨aie

原画 元永是正氏(画家)

KOBE Biennale 2007
2007年10月6日(土)へ11月2与日(日)

1 0:○○へと0:00 (最終日は「 7:○○閉場)神戸メリケンバーク(メイン会場)

ぐ
十
二

チケット:大人「 2〇〇円(前売「 〇〇〇円)大学生・シルバー(65歳以上)5〇〇円(前売4〇〇円)パスポート(全期間入場可)

25〇〇円(前売と〇〇〇円)高校生以下および障害者(介護者「名含む)は無料

事務局:神戸ビエンナーレ組織委員会事務局(神戸市国際文化観光局文化交流課内)

〒650-8570神戸市中央区加納町6-5-1 TELO78-322-6490 http://www。kobe“biennale。jp
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@上醐合う芸縮祭KOBE BiemaIe 2007

大道芸ノヘナノノ軸隔琵琶詰二 二
一二

コンテナ展示10月6日(土)へ11月と5日(日)

アートインコンテナ展
「 2mの巨大コンテナの中

に、造型、映像などフリー

ジャンルのアート世界が広

がる。公募され選ばれた入

賞45作品が勢揃い。

十・闇一・‥

その他のコンテナ展示
〇〇月6日(土)一3「日(水)

ユニバーサルデザイン(UD)ポスター展

「 〇月6日(土)へと「日(日)こども絵画展

「〇月と4日(水)へ「 「月5日(月)現代陶芸展

53

いけばな未来展
総勢5○○名の華道家が、伝統芸術いけばなを通じて今ま

でにないいけばな芸術を披露。同時期、野外会場で「間伐

材アートに挑むいけばな野外展」も開催。

海外招待作家展
神戸とのつながりの深い、韓国、中国、インドから新進気鋭

のアーティストを招聴して、コンテナ内に新たな空間を作り

出します。

韓国:Rhee,Jaye イン剛AHMUN HJSAINLASKAR中国:GUAN HUAI BiN
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継で出合う萎縮KOBE Biennale 2007 Q

アート・ランドマーク・ステージ

なんと、ステージそのも

のがアート作品!

アート・ランドマーク・ス

テージはアート作品(池

水慶一氏作)としての
鑑賞とともに多彩なパ

フォーマンス、音楽イベ

ントの舞台に。オープニ

ングはジャズストリート!

単管を使った作品がステージに

池水慶- 「LI丁「LE SWAN一点は星をめざす」

アート

フリーマーケット

「〇月「4日(日)

「 「月3日(土・祝)

メリケンパーク

絵画、雑貨小物、手作りおや

つなど、アート作品を集めた

フリーマーケット

※チケットは不要です

誰でも参加できるワークショップ・フォーラム等

ワークショップ

「仲間たち」

恒がい者をはじめ

アーティストや子

ともたちといっし

ょに色々な素材を

使用して表現の可

能性を研鐙する。

ワークショップ

「神戸芸術工科大学even

a「t project」

〇〇月8日(月・祝)

海洋博物館ホール

テーマは「帽子をかぶろう口。

新しいユニバーサルデザインを

目指したショー&ワークショップ。

フォーラム「表現できる幸せ」

「〇月「4日(日)午後2時一

海洋博物館ホール

パネリスト:元永是正(画家) 、大

槻和浩(県立養護学校高等部教

諭) 、松浦三葉留(障害児の母)

コーディネーター:津田英二(神

戸大学)

※その他にも、期間限定イベントやアート展など期間中はさまざまなイベントが行なわれています。 54
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「10年のありがとうをこめて、元町からのカ

ンタービレ」をテーマに開催。クラシックを

中心に、上方落語vsピアノ、シャンソンとい

った幅広いジャンルのコンサートが楽しめる。

会場こ元町商店街周辺 計1 1カ所

料金:会壕・公演によって異なる

(ストリートコンサートは無料)

喜元町ミュージックウィーク実行委員会 皿078-331-1 045

http:I/mmw.jp

着酒載珊撞 蛸司逆数癒合

財団法人神戸市演奏協会が開催する、

毎年恒例の詰念演奏会。神戸市室
内合奏団と神戸市混声合唱団の出演。

指揮はゲルハルト・ボツセ、小泉ひろし。

11/1 (木)18:30-

会場:神戸文化ホール 中ホール

料金:1 ,000円(前売900円)

S財団法人神戸市演奏協会 TELO78-36十7241

h請p :〃www/ko be-e nSO u.j pI

ゐ浅淀腫調もヨ診芳言辞

神戸市室内合奏団出演。曲目はE.エルガーの『愛の挨拶』 、ビートルズメド

レーなどを予定。

1 1/24(土) 14:00へ 会場:西区民センター なでしこホール

料金:1 ,500円(前売1 ,300円)

菓財団法人神戸市演奏協会 皿078-36十7241

http :〃wwIkobe-e nSO u.j p/

駈腹赤務=iめ
前垂妙ク。夢=仏案 芭アク。弱輩夕妙

11/2(金)19:15へ

会場:神戸新聞松方ホール

料金:一般5,000円(前売4,500円)学生3,000円

I吉諾藷藷莞バ竺発露露5分、
音JR 「神戸駅」徒歩約10分

圧ttp :IIwww. kobe-n e. CO.j plm ats u kataI
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神戸ナト鶴羽平間
赫胴三脚剤畷軸

映画発祥の地・神戸で毎年行なわれる国際映画祭。今年は「語りかける女

性たち」をテーマに、女性ならではの視点で描かれる名作を上映する。

「君うるわしく一郎面責金時代を語る」 1 0/25 (木) -27 (士)

ピフレホール(JR新長田駅前ピフレホール)

25日『わが愛.冊夜の鼓』上映後、有馬藤子さんのゲストトーク

26・27日ご当地映画特集として、1974年版『華麗なる-族』 、 『細雪虹『ス

ウィングガールズ』 『TGAIJiN2』などの上映

「語りかける女性たち」 1 1/1 (木)へ3(土祝)

兵庫県民会館9階ホール(市営地下鉄「県庁前」徒歩1分)

女性ならではの視点を感じる世界の傑作を上映。 1 113には老いをテーマにド

キュメンダノー映画を撮り続ける羽田澄子監督によるトークと作品『終りよけ

ればすべてよし』上映。

「新開地 淀川長治メモリアル」11/9(金)-11(日)

神戸アートビレッジセンター2階KAVCホール

(神戸高速「新開地」東出口/8番より徒歩約5分)

淀川長治さんにちなんだ『駅馬車』などの懐かしの名画、熊井啓監督追悼

として『忍ぶIii』を上映。

※その他上映作品、日時については神戸1 00年映画祭ホームぺ-ジ、

または下記までお問い合せを。

共通チケット(関連イベントは除く) :前売1 ,000円(当日1 ,200円)

3回券2,500円く前売のみ)

園NPO神戸100年映画祭事務局 皿078-332-7050

皿p:〃www5e.biglobe.ne.jp/kffl OO/
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抑口二玉正二達くさ的な=音)ル

翰慕≡Iコ(宮多っ勿教護7も勤単酬

純粋な愛の音楽を、フル・オーケストラと、NYの

ブロードウェイ‾び舌躍するウオーかノストによる、ガ

ラ・コンサート形式で。

11/1 (木)19:00開演

料金: S席8,000円

A席6,50〇円

B席5,000円

※未就学児の入場はできません
⑥Disn。y

"神戸国際会館こくさいホール 078-231-8162

各線三宮駅徒歩約5分 地下鉄海岸線「三宮・花時計前駅」徒歩すぐ

謹直語間語間

鰯髄姦婦暗多功。誹手。1砺勃』口

中南米のインカ・マヤ・アステカの各文明の貴重な遺産を一堂に紹介。展

示品21 9点のうち、マチュピチュの出土品など21 0点が日本初公開。

10/3(水)へ1 2/24(月・祝)9こ30̃1 7:00

※全・土曜日およびルミナリエ期間中は1 9:○○まで

月曜休館 ただし1018、12I24は開館

(祝日の晴は開館、翌日休館)

会場:神戸市立博物館

料金:-股1 ,300円(前売1 , 100円)

高大生80〇円(前売600円)

ジャガーの爪王の仮面(マヤ) ⑥義持塁 小中生400円(前売250円)

園神戸市立博物館 皿078-391-0035 

市営地下鉄海岸線「旧居留地・大丸前駅」徒歩的5分、各線「三宮駅」「元 

町駅」徒歩約10分 

皿p:〃www.city.kobe.jpIcityoffice/571museum/ 

亡覧寝室理工幼め
翻二梯彬籾=編繍剤コ

ランプワークという技法で創られたガラ

ス工芸作品展。制作体験できる工房も

あり。

会場:KOB岳とんは玉ミュージアム

料金:-般40〇円 小中学生200円

臆KOBEとんぼ玉ミュージアム

丁牡O78-3 93-8500

地下鉄海岸線「旧居留地・大丸前」

徒歩約5分、日本ビルヂング2晴

間P:〃www.1ampwo「k-muSeum,COm
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定時離抽砂朝堪難芭アク班擬駿撤弥

2001年、日本人ピアニスト初、ロシア国立エ

ルミタージュ劇場でエルミタージュ室内管弦

楽団と共演。幼少より欧州で磨かれた彼女

の演奏は、ヨーロッパ、アメリカで常に絶賛さ

れてきた。自由奔放な中にも確固たる信念と

主張をもった演奏が聴衆を魅了している。

1 1/4(日) 15こ00̃

会場こ神戸文化ホール 中ホール

料金:4, 50〇円(前売4, 000円)

菓神戸文化ホール 皿078-351-3535

市営地下鉄「大倉山駅」下車すぐ

皿p :IIwww. ko be-b u n ka.j pIh a1 1

圭中土戎職離シ参コ捌 き頓瑛…都亘コ醐
アンデスの笛ケーナ、アイルランドの横笛、

羊飼いの笛など様々な笛を用い、古今

東西の名曲の数々をお届けする。出演

はきしもとタロー(ケーナ、チョケーラ、ウッ

ド・フルート、ティリンカほか) 、熊澤洋子(ヴ

ァイオリン) 、岡崎泰正(ギター) 、田中良

太(パーカッション〉 。

1 0/6(土) 14:○○̃

会場:コープこうペ生活文化センター

料金:2, 500円(前売2,〇〇〇円)

園コープこうべ生活文化センタ一 皿078賀431-5273

JR 「住吉駅」徒歩約8分、阪神「魚崎駅」徒歩約1 3分

冊p:IIwww.kobe.coop.o「.jp/kouza/Seibun/index.html

抄二秒拭き貌茅鵬醐
撤馳≡琳物助罪祐一瀦工綾な年貢的二卦

ピアノの伴奏と柔らかなオカリナ・ケーナなど

の民族楽器で心癒やされる午後のひとときを。

10/17(水) 15二00一

会場:シーサイドホテル舞子ビラ神戸

本館14階“スカイラウンジキーウエスト

科金:2,888円(定員45名まで・要予約)

菓シーサイドホテル舞子ビラ神戸 丁としO78-706-371 1 (代)

JR 「舞子駅」徒歩約7分

http:IIwww.maikov川a.co.jp
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第九唐逗裏重畳大台
鵬9th M働1d 〇五畦寒週とntne『eneu「S Cふl〈似「tbl

商大会」

に開催

和太鼓ヒダノ修-による瀬秦
58
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TOYOTA l応,li17

′呼6 e.雑器陣'1d5onie - TOYOTA 11洲屈 小vh上 倉をゝ+山血l ro閲∞ omROnn`‘

㌻三二二辞書‾
蒋暁松実行委員長(左)黄耀庭主席(右)

溺溺
KOBECCO9月号を手にする詩文声国務院僑務弁公害主任

ビデオメッセージを送った福田康夫元官房長官

9
月
1
5
日
か
ら
3
日
間
、
第

9
回
世
界
華
南
大
会
が
神
戸
と
大

阪
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

開
幕
式
で
は
日
本
政
府
代
表
と
し

て
冬
柴
鉄
三
国
土
交
通
大
臣
が
出
席

し
、
自
民
党
の
福
田
康
夫
・
元
官
房

長
官
も
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。
ま
た
中
国
政
府
か
ら
は
買
慶
林

(
か
・
け
い
り
ん
)

全
国
人
民
政
治

協
商
会
議
主
席
を
は
じ
め
、
国
内
外

の
要
人
や
財
政
界
関
係
者
ら
が
列
席

し
た
。

2
0
0
1
年
南
京

(
中
国
)

で

開
催
さ
れ
た
大
会
以
外
の
開
催
で
過

去
最
多
と
な
る
3
3
カ
国
、
お
よ
そ

三
千
六
百
人
の
華
僑
、
華
人
が
神
戸

に
集
結
。
開
幕
式
後
の
イ
ベ
ン
ト
や

分
科
会
な
ど
に
も
参
加
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
が
情
報
交
換
や
商
談
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た

「
国
際
交

流
サ
ロ
ン
」

で
は
、
華
僑
・
華
人
の

み
な
ら
ず
、
日
本
企
業
と
も
積
極
的

に
交
流
を
深
め
た
。

地
元
兵
庫
県
や
神
戸
市
な
ど
の
企

業
、
自
治
体
が
出
展
し
た

「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」

で
は
、
ケ

ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
や
真
珠
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
会
場
内
に
有
馬
温

泉
の
足
湯
が
再
現
さ
れ
、
行
列
が
で

※
絹
欝
醇
誹
も
の
で
す

59
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き
る
ほ
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

神
戸
国
際
展
示
場
で
行
わ
れ
た

2
0
0
8
年
開
催
の
北
京
五
輪
と

2
0
1
0
年
の
上
海
万
博
の
P
R

イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
方
々
が
参
加

し
、
華
僑
・
華
人
だ
け
で
な
く
日
中

両
国
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
関
心
の

高
さ
も
う
か
が
え
た
。

閉
幕
式
で
は
、
蒋
暁
松
(
し
ょ
う
・

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
)

大
会
実
行
委
員
長

が

「
今
年
は
中
華
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
今
ま
で
と
は
違
い
一
般
の
人

に
も
開
か
れ
た
大
会
に
な
っ
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
日
中
関
係
が
さ
ら

に
深
ま
っ
た
と
思
う
。
」

と
あ
い
さ

つ
。
次
回
開
催
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

代
表
団
に
大
会
旗
を
託
し
て
第
9

回
世
界
華
南
大
会
は
閉
幕
し
た
。

買農林(か・けいりん)

全国人民政治協商会議主席によるあいさつ

60
第1 〇回世界華南大会開催国となるブイi)ピン代表団に大会旗が引き継がれた
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田
圃
か
ら
の
輸
入
貨
物
獲
得
に
向
け
て

開
港
1
4
0
年
を
迎
え
る
神
戸
港
。

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
や
物
が
集
ま
り
、

い
つ
し
か
神
戸
は
外
国
と
を
結
ぶ
玄
関

口
と
な
っ
た
。
こ
の
交
流
の
積
み
重
ね

が
、
独
自
の
"
神
戸
文
化
“
を
築
き
あ

げ
て
き
た
。

神
戸
市
み
な
と
総
局
で
は
神
戸
港

埠
頭
公
社
、
神
戸
港
振
興
協
会
を
は

じ
め
、
船
社
、
港
運
会
社
、
倉
庫
会

社
な
ど
と
官
民
一
体
の
チ
ー
ム
を
結
成
。

神
戸
港
を
も
っ
と
活
気
づ
け
よ
う
と
、

海
外
の
船
社
・
物
流
事
業
者
・
荷
主
・

港
湾
管
理
者
な
ど
を
訪
問
し
、
神
戸

港
の
利
用
促
進
を
働
き
か
け
て
い
る
。

な
か
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
現

在
、
神
戸
港
で
最
も
取
扱
貨
物
が
多

く
、
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
中
国
。

今
年
2
月
に
は
最
大
の
物
流
拠
点
で

天津港コンテナパース作業風景

あ
る
上
海
に
お
い
て
、
神
戸
港
上
海

事
務
所
が
本
格
的
に
稼
働
。
9
月
に

は
官
民
一
体
と
な
っ
た
神
戸
港
海
外
ポ

ー
ト
セ
ー
ル
ス
団
が
、
上
海
と
来
年
友

好
都
市
提
携
3
5
周
年
を
迎
え
る
天

津
を
訪
れ
、
輸
入
貨
物
獲
得
に
向
け

て
の
誘
致
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。

特
に
上
海
で
は
、
現
地
に
進
出
し

て
い
る
日
系
企
業
等
を
対
象
に

「
神

戸
港
セ
ミ
ナ
ー
.
m
上
海
」

を
開
催
。

日
中
航
路
で
の
神
戸
港
の
利
便
性
を

P
R
す
る
と
と
も
に
、
日
系
企
業
の

ニ
ー
ズ
や
神
戸
港
の
課
題
を
把
握
し
、

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
。

同
時
に
神
戸
港
上
海
事
務
所
が
中

心
と
な
っ
て
、
神
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る

企
業
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

「
神

戸
倶
楽
部
」
を
設
立
し
た
。
今
後
神

戸
港
の
P
R
支
援
や
中
国
貨
物
の
誘

致
に
関
す
る
情
報
交
換
を
お
こ
な
っ
て

い
く
。

時
代
が
変
遷
し
て
い
く
な
か
で
、
先

人
達
の
不
断
の
努
力
と
神
戸
港
を
愛

す
る
市
民
・
企
業
に
支
え
ら
れ
、
戦

争
、
災
害
な
ど
多
く
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
神
戸
港
。
さ
ら
に
世
界

へ
聞
か
れ
た
港
と
し
て
、
新
た
な
時

代
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

神戸港海外ポートセールス団員集合写英
6l
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9/臆測音.
@神戸ファッションマート

今
回
で
n
回
目
を
迎
え
、
す
っ

か
り
定
着
し
た
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

2
0
0
7
A
!
W
。
会
場
と
な
っ
た

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
オ
シ
ャ
レ
な
女

性
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
女
性
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
誌
で
お
な
じ
み
の
モ
デ
ル

が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
と
、
「
カ

ワ
イ
イ
!
」

と
い
う
声
が
何
度
も
飛

び
交
っ
た
。
ゲ
ス
ト
に
は
、
ほ
し
の

あ
き
、
青
田
典
子
、
酒
井
法
子
が
登

場
。
ま
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
ゲ
ス
ト
に
は
I
K
K
O
が
登
場
。

妖
艶
な
彼
女

(
̃
)

の
雰
囲
気
に
、

会
場
は
興
奮
に
つ
つ
ま
れ
た
。
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神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
続
き
、
神

戸
の
女
性
た
ち
に
熱
い
支
持
を
得
て

い
る
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

プ
リ
ユ

ス
。
「
K
I
T
A
N
O
 
C
し
U
B

S
 
O
l
 
a
“
」

で
は
華
や
か
な
シ

ョ
ー
を
開
催
。
大
丸
協
賛
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
一
流
ブ
ラ
ン
ド

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
ス
テ
ー
ジ
を
飾
り

観
客
を
魅
了
し
た
。
シ
ョ
ー
の
間
に
は

三
村
奈
々
恵
さ
ん
に
よ
る
マ
リ
ン
バ

演
奏
や
、
中
曽
根
啓
さ
ん
に
よ
る

J
A
Z
Z
演
奏
な
ど
も
あ
り
会
場
を

沸
か
せ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー

ク
ス
テ
ー
ジ
に
は
夏
木
マ
リ
さ
ん
が
登

場
。
カ
ッ
コ
い
い
女
性
を
代
表
す
る

圧
倒
的
な
存
在
感
を
見
せ
て
く
れ
た
。

神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
、

9
月
1
日
̃
1
7
日
に
神
戸
の
あ
ち

こ
ち
で
お
し
ゃ
れ
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
9
月
1
4
日
に
は
、

申
8
p
 
C
巴
e
で
、
音
楽
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
融
合
イ
ベ
ン
ト

「
U
N
H
易
唱
D

i
n

∽
中
之
N
O
M
〇
七
巨
」

が
開
か
れ
、

最
新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

「
カ
ワ
イ
イ

ー
!
」

の
声
!
他
に
も
、
塞
討
串
s
h

で

古
s
h

ざ
「

童
u
S
i
c
」

が
開
催
。

S
a
k
u
r
a
さ
ん
と
し
e
y
O
n
a
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
っ
た
。
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亜
廿
十
品
常
世

求
め
た
の
は
最
高
峰

「
高
品
質
賃
貸
住
宅
」

64

葦華墓室
理昆晋

′ .一

神戸芸術センター
ART CENTER ofKOBE

神
戸
の
新
名
所
「
神
戸
芸
術
セ
ン

タ
ー
」
。
海
、
山
、
そ
し
て
都
心
居

住
が
い
よ
い
よ
完
成
間
近
。
居
住
ス

ペ
ー
ス
で
は
高
品
質
賃
貸
住
宅
を
展

開
。
各
部
屋
の
天
上
は
高
く
、
窓
ガ

ラ
ス
も
外
か
ら
は
見
え
な
い
配
慮
が

施
さ
れ
て
い
る
。
大
き
く
開
口
し
た

窓
か
ら
は
神
戸
の
絶
景
を
一
望
で
き
、

ま
さ
に
最
高
峰
の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
。

お
部
屋
は
2
4
タ
イ
プ
1
7
2
ユ
ニ

ッ
ト
。
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
適
応
す
る
タ
イ
プ
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
や
音
楽
ホ
ー
ル
、
芸
術
劇
場
、
医

療
モ
ー
ル
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
も
館
内
に
あ
り
、
便
利
で
快
適

な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

」"」
\I(丁CI÷\「“=iにO【う1

賃
貸
に
関
す
る
お
問
合
せ

マ
エ
ダ
不
動
産
(
株
)

笹
口
7
8
i
8
5
8
・
0
8
「
0

株
式
会
社
エ
バ
ン
ジ
エ
リ
ス
タ

密
0
3
i
5
3
5
4
i
O
7
7
7

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



室
賀
亭
掌
宗
一
ひ
筈
≡
今
金
c
山
口
ハ
レ
e
口
琴

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

推薦者 北川己代治
株式会社兼北
代表取締役

66

思
い
や
り
の
、
あ
る

心
根
の
優
し
い

お
嬢
さ
ん
で
す

共
田

英
里
さ
ん

(
兵
庫
信
用
金
庫
勤
務
)

古
風
で
し
な
や
か
な
容
姿
、
内
面
か
ら
あ
ふ
れ
る
気
品
、
日

本
人
女
性
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
女
性
が
英
里
さ
ん
で
す
。
ご

趣
味
も
多
彩
で
、
幼
少
の
頃
に
は
バ
レ
エ
や
ピ
ア
ノ
の
練
習
に

励
み
、
と
く
に
書
道
は
八
段
の
腕
前
だ
と
か
。
学
生
時
代
に
は
、

乗
馬
ク
ラ
ブ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
部
に
も
所
属
し
、

活
躍
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
動
物
好
き
で
、
命
あ
る
物
へ

の
ご
慈
愛
ぶ
り
も
、
ご
両
親
が
英
里
さ
ん
を
大
切
に
お
育
て
に

な
ら
れ
た
証
だ
と
感
じ
ま
す
。
周
囲
の
人
々
す
べ
て
に
思
い
や

り
の
あ
る
、
心
根
の
優
し
い
お
嬢
さ
ん
で
す
。

神戸栄光教会にて

蜜:

冒醒醒圏くねL_‾

購
臨
画

十
や

-
I

-

小
、
一

予
言

言
言
寄
磐
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く
亡
-
三
一
㌢
上
し
≡
盲
り
乍
呈
弓
隻
手
口
空
言
三
・

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

推薦者 園田正和
兵庫借用金庫会長

眩
い
ば
か
り
の

陽
光
の
よ
う
な

華
の
あ
る
女
性

黒
川

裕
子
さ
ん

(
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
部
4
回
生
)

眩
い
ば
か
り
の
陽
光
が
差
し
込
ん
だ
よ
う
な
、
周
囲
を
明
る

い
雰
囲
気
に
変
え
て
し
ま
う
、
華
の
あ
る
女
性
が
裕
子
さ
ん
。

現
在
は
大
学
4
年
生
で
、
全
国
を
旅
し
た
り
、
茶
道
や
ダ
ン

ス
を
習
う
な
ど
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

根
っ
か
ら
の
神
戸
大
好
き
で
、
ト
ア
ロ
ー
ド
や
栄
町
の
洒
落
た

お
店
を
見
て
回
る
の
が
楽
し
み
だ
と
話
す
。
将
来
は
、
雑
貨
店

と
カ
フ
ェ
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
よ
う
な
お
店
を
も
っ
て
み
た

い
と
か
。
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
の
利
く
、
裕
子
さ
ん
の

こ
と
だ
か
ら
、
き
っ
と
神
戸
ら
し
く
素
敵
な
お
店
に
な
る
だ
ろ

)
つ
。

りす〇〇〇董卓韮山長巾二二 神戸文学館にて

圏
閑
閑
開
聞
閥
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÷
」
の
街
で
、
時
を
刻
ん
で
半
世
紀

花
時
計
の
誕
生園墓園【

田園圏i

雨’‾享」
. ●i

蛤、壷二

50年前、始動直後の花時計。まわりの風景も今とだいぶ異なる。

I
R
三
宮
駅
を
降
り
る
と
、
南
北

に
大
き
な
道
路
が
走
っ
て
い
る
。
神

戸
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
。
神
戸
っ
子
な
ら
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
こ
の
名
前
、
実
は
神
戸
市

役
所
北
側
の
花
時
計
が
由
来
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

1
9
5
7
年

(
昭
和
3
2
)

4
月
、

現
在
の
神
戸
市
役
所
2
号
館
の
完
成

に
あ
わ
せ
て
日
本
の
花
時
計
第
1

号
が
始
動
し
た
。

花
時
計
誕
生
の
き
っ
か
け
は

1
9
5
5
年

(
昭
和
0
0
)

に
さ
か

の
ぼ
る
。
海
外
視
察
に
出
か
け
た
故

宮
崎
辰
雄
元
市
長

(
当
時
は
助
役
)

が
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
目
に
し

た
花
時
計
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

当
時
、
ま
だ
都
市
景
観
に
対
す
る
世

間
の
関
心
が
薄
い
中
、
宮
崎
氏
は
「
神

戸
の
街
が
今
、
求
め
て
い
る
も
の
は

こ
れ
だ
」

と
強
い
思
い
を
抱
き
、
花

時
計
設
置
の
プ
ラ
ン
を
生
み
出
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
花
時
計

は
2
代
目
で
、
1
9
7
6
年

(
昭

和
5
1
)

に
改
修
さ
れ
た
も
の
だ
が

規
模
や
構
造
、
形
は
5
0
年
前
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

花
の
植
替
え
は
1
年
で
約
8
̃

1
0
回
行
わ
れ
る
。
直
径
6
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
約
2
メ
ー
ト
ル
の
文
字

68
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盤
に
使
わ
れ
る
草
花
は
、
お
よ
そ

3
千
株
に
も
の
ぼ
る
。
季
節
ご
と

に
使
わ
れ
る
主
な
花
は
春
が
パ
ン

ジ
ー
、
夏
は
ベ
ゴ
ニ
ア
、
秋
は
テ
ラ

ン
セ
ラ
、
冬
は
ハ
ボ
タ
ン
な
ど
。
花

時
計
が
で
き
た
当
時
は
、
時
計
の
文

字
盤
を
花
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
幾
何
学
模
様
が

多
か
っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
年
の
干

支
と
い
っ
た
季
節
の
も
の
や
、
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

毎
年
恒
例
の
神
戸
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

ボ
ー
ト
ピ
ア
型
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
記
念
大
会
、
最
近
で
は
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
と
い
っ
た
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
花
や
デ
ザ
イ
ン

を
変
え
て
何
度
も
登
場
し
て
い
る
。

ま
た
公
募
で
デ
ザ
イ
ン
を
募
る
こ

のじぎく兵庫国体でおなじみのl封ゴタン。好評だったデザインのひとつ。

と
も
あ
り
、
毎
回
多
数
の
応
募
が
あ

る
こ
と
か
ら
花
時
計
の
人
気
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
デ

ザ
イ
ン
を
も
と
に
神
戸
市
の
担
当
職

員
が
実
際
の
配
置
を
考
案
す
る
。

し
か
し
季
節
の
花
を
並
べ
て
植
え

る
と
い
っ
た
単
純
な
工
程
の
よ
う
に

思
え
る
が
、
花
の
種
類
や
配
色
に
は

神
経
を
使
い
、
い
ざ
植
替
え
を
し
て

も
花
の
色
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め

絵
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
花
を
ハ
ト
に
食
べ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
り
と
い
っ
た
苦
労
が
絶
え
な
い
。

1
9
9
5
年

(
平
成
1
)

の
阪

神
淡
路
大
震
災
の
際
、
市
庁
舎
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
、
花
時
計
も
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
震
災
か

ら
2
ヶ
月
後
に
は
文
字
盤
の
下
側

に
「
よ
み
が
え
れ
神
戸
!
が
ん
ば
れ

神
戸
っ
子
!
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
掲
げ
て
復
活
し
た
。
戦
後
、
復
興

の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
花
時
計
は
、

震
災
直
後
の
瓦
礫
の
街
で
も
真
っ
先

に
よ
み
が
え
り
市
民
を
励
ま
し
た
の

で
あ
る
。

5
0
年
の
時
を
経
て
神
戸
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
花
時

計
は
、
い
つ
し
か
市
民
の
誇
り
と
な

っ
た
。
例
え
ば
、
神
戸
市
民
の
善
意

に
贈
ら
れ
る

「
花
時
計
貨
」

や
、

2
0
0
1

(
平
成
1
3
)

年
に
開
通

し
た
市
営
地
下
鉄
海
岸
線
の
最
寄
駅

も
コ
二
宮
花
時
計
前
里
に
な
っ
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ボ
ー
ト
ピ

ア
机
、
明
石
海
峡
大
橋
開
通
、

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
神

戸
空
港
開
港
・
‥
。
さ
ま
ざ
ま
イ
ベ
ン

ト
や
出
来
事
を
彩
っ
て
き
た
花
時
計

は
、
こ
れ
か
ら
も
時
を
刻
み
な
が
ら

神
戸
の
街
と
、
私
た
ち
神
戸
っ
子
を

見
つ
め
続
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

(
参
考
文
献

『
花
時
計
』

神
戸
市
公

園
緑
化
協
会
『
日
本
の
花
時
計
』

矢

木
勉

著
)

萎三宝董

傷・

今年8月、400回目の植替えを記念した1回目の復刻版

神戸市では花時計50周年を記念して、

昔の花時計の写真の提供を呼びかけて

いる。また、花時計のシンボルとなるデザ

インも公募している。

締切は1〇月31日(水)まで。

詳しいお問い合わせは

神戸市建設局公園砂防部管理課
密078-322-5420

http :/Iwww. city. ko be.j pIcityoffice/30I

hanadokei/kinenjigyo.htmi

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



庭
に
は
自
然
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
大
の
字
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
。

特
に
日
本
庭
園
は

「
不
均
等
な
調
和
」

が
重
要
だ
。
「
石
の
配
置
を
少
し
変
え

る
だ
け
で
も
、
ガ
ラ
リ
と
印
象
が
変
わ

る
の
で
す
よ
」
。
境
目
さ
ん
は
自
然
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
磨
か
れ
た
感
性
で

〃
自
然
な
〃
空
間
を
生
み
出
す
。

し
か
し
、
感
性
だ
け
で
は
仕
事
は
で

き
な
い
。
植
物
に
関
す
る
豊
富
な
知
識

と
、
野
外
で
汗
す
る
体
力
も
必
要
。
さ

ら
に

「
自
己
満
足
で
は
駄
目
」

と
、
施

主
の
オ
ー
ダ
ー
を
岨
噛
し
仕
上
げ
る
創

造
性
、
技
術
も
大
切
。
住
宅
事
情
か
ら

一一一一一i・

亡霊星

庭
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

昨
今
、
「
何
か
一
つ
光
る
も
の
を
」
と

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
庭
づ
く
り
を
提
案

し
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
庭
の
な

い
場
所
に
は
、
石
積
み
で
作
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
提
案
す
る
。

大
阪
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
か
ら
、

家
具
作
家
を
目
指
し
京
都
へ
。
そ
の
時

ア
ル
バ
イ
ト
で
造
園
の
世
界
に
触
れ
、

そ
の
魅
力
に
導
か
れ
修
行
の
道
へ
。
六

年
後
、
親
方
に
勧
め
ら
れ
大
阪
で
独
立
。

今
年
大
好
き
な
神
戸
・
芦
屋
へ
。
彼
の

手
が
け
る
庭
̃
人
の
本
能
が
求
め
る
ゆ

と
り
の
空
間
が
、
街
を
彩
る
だ
ろ
う
。

境目哲生

自然と寄り添う

腕と感性
●庭や さかいめ

丁EUO797-35-881 6

http://www.eonet・ne.jprniwaya/

70
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天真爛漫

晴れのち晴れ

大田聡子
大同機械製造株式会社

h叩:〃www.daidopmp.co.jp/

東
条
の
森
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
グ

リ
ー
ン
か
ら
溢
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
と

元
気
な
声
。
そ
の
場
を
一
瞬
に
し
て
明

る
く
し
て
し
ま
う
天
真
爛
漫
な
彼
女
。

ゴ
ル
フ
の
腕
前
も
プ
ロ
並
み
で
あ
る
。

そ
ん
な
彼
女
は
同
志
社
大
学
を
卒
業
後
、

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
営
業
と
し
て
活
躍
。

あ
る
時
、
語
学
に
興
味
を
も
ち
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
に
て
渡
米
。
帰
国
後
、
家
業

で
あ
る
大
同
機
械
製
造
㈱
へ
入
社
。
現

在
で
は
海
外
か
ら
の
お
客
様
を
出
迎
え

た
り
、
海
外
出
張
で
渡
航
し
た
り
す
る

た
め
毎
週
英
会
話
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、

語
学
を
学
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

頑
張
り
屋
さ
ん
で
も
あ
る
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
事
に
興
味
を
持
ち
、

何
に
で
も
挑
戦
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ー
マ

ン
。
K
O
B
E
C
C
O
9
月
号
で
は
モ

デ
ル
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
多
才
な
彼
女
に

わ
れ
わ
れ
は
庄
倒
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

の
彼
女
の
活
躍
に
目
が
離
せ
な
い
=
‥
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